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 研究対象とする時代は、戦後日本では世界史の教育が発生した 1949 年から 2006 年までと設定し、この期間に文部
省に承認され、民間の出版社から刊行された日本の高校世界史教科書、合計 25 冊を主な研究史料として使用し、さ
らに戦後ソ連及びソ連解体後に発行されたロシアの高校世界史教科書、合計 37 冊を補助的史料として扱った。 
 本研究では、戦後日本の高校世界史教科書におけるロシア・ソ連の表象を次の２つの観点から分析した。第一に、































る記述量は、1950 年代から冷戦期に渡り増加傾向を示し、1950 年代の 6.38％だったものが 1980 年代には 8.6％ま
で達していた。仮説１の後半部分、即ちソ連解体後に旧ソ連・ロシアの国際的地位が下がることに関連して日本の教
科書におけるロシア・ソ連に関する記述量も減少するという仮説については、幾分か期待した結果しかでなかった。
確かに、ロシア・ソ連に関する記述は僅かな低下傾向を示し、1980 年代の 8.6％から 1990－2000 年代の 7.98％まで




1960－1970 年代から 1990－2000 年代にかけて日本に対する関心は、日本の教科書におけるソ連・ロシアに対する
関心より概して半分程度もしくはそれ以下の比率を示したと分かった。 
 日本の教科書におけるロシア・ソ連の表象の変遷をテーマ別の記述割当という点から評価すると、「ソ連の外政」、








日本の行為」及び「1918－1939 年における日本の外政」というテーマは相変わらずに主流であるが、日本の IT 技術



































































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 学位申請者が提出した『戦後日本の高校世界史教科書におけるロシア・ソ連邦の表象、1949－2006 年』は、序章、
おわりを含め５章から構成され、その主な内容は以下の通りである。 
 序章 本研究の意義と課題 
 第一章 研究時期の概観 
 第二章 日本の高校世界史教科書におけるロシア・ソ連に関する記述量 



























 本論文は 300 頁近い大作であり、こなれた日本語で書かれているだけでなく、内容的にも日本の学界、ロシアの学
界に多大な貢献をすることの出来る力作であるが、なお、残されている課題もある。それらのうち、基本的なものに
限って若干言及しておきたい。 
 第一は仮説を確認することができなかった（ソ連崩壊後の記述量の減少が予想していたほどではなかった）のは、
申請者が自説を固持せず、資料が語るにまかせた長所でもあるが、方法的な問題でもある。教科書の時代区分は内発
的な区分、すなわち、日露とも指導要領をもっと視野にいれておく必要があった。教科書を分析するだけではなく、
指導要領に付された意見書を見て、どういう時期に、どのような意見が出て、最終的にどうなったかをフォローすべ
きであった。 
 第二は歴史教科書の記述は、歴史学界の動向と密接に結びついている。戦後の日本の歴史学界のなかでどのような
アプローチが主流であったかの観点が抜けている。 
 第三は、教科書が想定していたほど否定的なイメージを構築しなかったとすれば、ロシアの否定的イメージをつく
ったのは何かという問いが残る。 
 いくつかの残された課題を列記したが、本論文の学術的評価を貶めるものではない。本論文は日露の文献を渉猟し、
また先行研究をフォローし、未踏の分野に大胆に切り込んだ力作であり、学問的寄与にも多大なものがあるといえよ
う。 
 以上より、博士の学位にふさわしい論文であると評価した。これは審査委員全員の一致した意見である。 
